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学校法人飛騨学園における 

カスタマーハラスメントへの対応に関する基本方針 

（学園共通） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2 
 

１ 基本方針作成の背景                        
 
令和元年６月、労働施策総合推進法等が改正され、職場におけるパワーハラスメント防止の為に、雇用管理上必要な措置

を講じることが事業主の義務となりました。 

 

この改正を踏まえ、令和２年１月に、「事業主が職場における優越的な関係を背景とした言動に起因する問題に関して雇

用契約上講ずべき措置等についての指針」（令和 2 年厚生労働省告示第 5 号）が策定され、顧客等からの暴行、脅迫、ひど

い暴言、不当な請求等の著しい迷惑行為（カスタマーハラスメント）に関して、事業主は、相談に応じ、適切に対応するた

めの体制の整備や被害者への配慮の取り組みを行うことが望ましい旨、また、被害を防止するための取り組みを行うことが

有効である旨が定められました。 

さらに令和 8 年 10 月 1 日施行の「労働施策総合推進法の一部改正する法律」により学校法人はカスタマーハラスメント

対策を雇用管理上の措置義務として負うことが義務付けとなりました。 

 

学校法人飛騨学園では、教職員一人ひとりが穏やかな状態で教育・保育に専念できること、学生・保護者様や地域の方と

気持ちの良いコミュニケーションを図っていくことが、学生・園児の最善の利益につながるものと考えております。また、

教職員の人権が守られ、心身ともに健康で安心して働ける環境を整えることで、カスタマーハラスメントへの対応に悩まさ

れることなく、学生・園児と向き合うことに専念でき、教育・保育の質をさらに向上できるものと考えております。 

 

そこで、本学園では、学生・保護者様からの限度を超えたクレームから教職員を守り、正常な業務運営を維持するための

対応策として、「カスタマーハラスメントに対する基本方針」を下記のとおり策定することといたしました。 
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２-１ カスタマーハラスメントの定義                 
 

改正労働施策総合推進法（通称：パワハラ防止法）が定義するハラスメントの定義を参考に、

以下のような内容を想定しております。 

 

◆身体的、精神的な攻撃 

 

① 胸をつかむ、殴る、蹴る、物を投げつける等の暴力行為 

 

② セクシャルハラスメントに該当する言動 

 

③ 侮辱的な発言や差別的な発言等、人格否定につながる行為 

 

④ 威圧的・脅迫的な言動 

 

⑤ 恫喝・罵声・暴言・土下座の要求等の言動 

 

⑥ マスコミや SNS 等への暴露や反社会的勢力とのつながりをほのめかした脅し   
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２-２ カスタマーハラスメントの定義                 
 

◆プライバシーの侵害や、名誉毀損にあたる言動 

 

①教職員のプライバシーを侵害する行為 

②教職員を無断で撮影、録画、録音する行為 

③SNS 等への本学園や教職員の信用を棄損させる内容の投稿 

 

◆継続的・執拗な言動 

 

①要求の過度な繰り返しや、度重なる電話やメール等での連絡 

②何度も同じ説明をさせるなど業務に支障を及ぼす行為 

 

◆拘束的な言動 

 

①電話や対面での長時間の拘束 

②施設からの不退去や不当な居座り 
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２-３ カスタマーハラスメントの定義                 

 

◆正当な理由のない要求 

 

①正当な理由のないサービス、金銭、特別扱いの要求 

②正当な理由のない謝罪の要求 

③正当な理由のない教職員の自宅等への訪問や業務時間外の対応を求める行為 

④教育・保育方針等に関して不当な圧力をかける行為 

 

◆その他不適切な言動 

 

・教職員を保護する観点から悪質性が高いと判断する言動 

 

※上記はあくまで一例ですが、このような事象がみられた場合、本学園として十分な教育・保育の提供が困難となり、場

合によっては退学・退園をお願いする場合があります。 
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3 カスタマーハラスメントへの対応                  
 

ハラスメントとみられるような事象が発生した場合に備えて、その事象がハラスメントにあたるかどうかを判断するた

めの相談窓口を設置し、ハラスメントに適正かつ迅速に対応するために外部機関（市役所担当窓口・弁護士・警察等）との

連携を強めていきます。 

◆校園外への対応 

 

カスタマーハラスメントが認められた場合は、教職員を守るため毅然とした対応を行い、必要により教育・保育の提

供や対応を中止します。 

更に、悪質なものや犯罪行為と判断した場合は、警察・弁護士等と連携し法的措置等も含め厳正に対応します。 

 

◆校園内への対応 

①カスタマーハラスメントから教職員を守るため、カスタマーハラスメント発生時に職場として適切な判断や対応が 

できる体制を構築するとともに、教職員が相談できる仕組みを整備します。 

②カスタマーハラスメントへの対応方法や手順等を定め、教職員に必要な教育を行います。 

③カスタマーハラスメントを受けた教職員の心身両面のケアに努めるとともに、再発防止に取り組みます。 

④自らがハラスメントを行うことの無いよう教職員に啓発を行います。 
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最後に                               
 

学生・園児の健全な成長や発育のためには、保護者様のご理解・ご協力が不可欠です。 

今回、方針を作成し公表させていただいたのは、カスタマーハラスメントに対しての対策のみを目的としたものではなく、

学生・園児・保護者様・地域の方との信頼関係を築き、心地良いコミュニケーションを通して、教育・保育の質を高めるこ

とを目的としています。本学園では、学生・園児一人ひとりに合わせた教育・保育を心がけておりますが、時には行き届か

ないこともあるかと思います。 

このような場合、保護者様におかれましては、温かく学生・園児を見守り頂くと同時に、本学園での教育・保育内容のフ

ィードバック等にもご協力を頂けますと幸いです。 

学生・園児の育ちに関わるご意見や苦情はハラスメントに当たるとは思いません。今後も教職員一同、学生・園児・保護

者様・地域の方と連携を図り、学生・園児に質の高い教育・保育を提供出来るよう尽力して参ります。ご理解・ご協力を賜

りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

附 則 

この指針は、令和８年１０月１日より施行する。 

 

学校法人飛騨学園 

理事長 小林隆徳 


